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	応用
	抗原情報
	背景
	疾患:WWOXの欠陥は、食道扁平上皮癌（ESCC）[MIM:133239]に関与している可能性があります。,疾患:WWOXの欠陥は、いくつかの癌の種類に関与している可能性があります。この遺伝子は、癌で頻繁に変化する2番目に多い染色体脆弱部位（FRA16D）にまたがっています。いくつかのアイソフォームの発現の変化は、癌と関連しています。しかし、WWOXの変化が癌の発生に直接関係しているかどうか、または二次的な影響に対応しているかどうかはまだ不明です。,ドメイン:WW 1ドメインは、TP53、おそらくTP73、TFAP2C、LITAF、およびWBP1との相互作用を媒介します。,機能:おそらく酸化還元酵素であり、腫瘍抑制因子として機能し、アポトーシスに役割を果たします。 TP53/p53と相乗的に機能し、遺伝毒性ストレス誘発性細胞死を制御する可能性があります。また、腫瘍壊死因子（TNF）を介した細胞死にも関与している可能性があります。,PTM：遺伝毒性ストレスによりリン酸化されます。Tyr-33のリン酸化は、TP53、TP73、およびMAPK8との相互作用を制御します。また、アポトーシス促進活性も制御する可能性があります。,類似性：短鎖脱水素酵素／還元酵素（SDR）ファミリーに属します。,類似性：2つのWWドメインを含みます。,細胞内局在：ミトコンドリアに部分的に局在します。遺伝毒性ストレスまたはTNF刺激により核に移行します（類似性による）。アイソフォーム5およびアイソフォーム6は核に局在する可能性があります。,サブユニット：TP53、TP73/p73、およびMAPK8と相互作用します。 MAPT/TAUと相互作用します（相同性による）。TP53およびMDM2と三元複合体を形成します。ERBB4、LITAF、WBP1と相互作用します。COTE1/C1orf2およびSCOTINと相互作用する可能性があります。,組織特異性：広く発現しています。精巣、前立腺、卵巣で強く発現しています。がん細胞株で過剰発現しています。アイソフォーム5およびアイソフォーム6は、腫瘍細胞株でのみ発現している可能性があります。,疾患：WWOXの欠陥は、食道扁平上皮がん（ESCC）[MIM:133239]に関係している可能性があります。,疾患：WWOXの欠陥は、いくつかのがん種に関係している可能性があります。この遺伝子は、がんにおいて頻繁に変化する2番目に多い染色体脆弱部位（FRA16D）にまたがっています。発現の変化および一部のアイソフォームの発現は、がんと関連しています。しかし、WWOXの変化が癌の発生に直接関係しているのか、それとも二次的な影響なのかはまだ明らかではありません。,ドメイン：WW 1ドメインはTP53、そしておそらくTP73、TFAP2C、LITAF、WBP1との相互作用を媒介します。,機能：おそらくは、腫瘍抑制因子として作用し、アポトーシスに関与する酸化還元酵素です。TP53/p53と相乗的に機能し、遺伝毒性ストレス誘発性の細胞死を制御します。また、腫瘍壊死因子（TNF）を介した細胞死にも関与している可能性があります。,PTM：遺伝毒性ストレスによりリン酸化されます。Tyr-33のリン酸化は、TP53、TP73、MAPK8との相互作用を制御します。アポトーシス促進活性も制御している可能性があります。,類似性:短鎖脱水素酵素/還元酵素 (SDR) ファミリーに属します。,類似性:2 つの WW ドメインを含みます。,細胞内局在:ミトコンドリアに部分的に局在します。遺伝毒性ストレスまたは TNF 刺激により核に移行します (類似性による)。アイソフォーム 5 およびアイソフォーム 6 は核に局在する可能性があります。,サブユニット:TP53、TP73/p73、MAPK8 と相互作用します。MAPT/TAU と相互作用します (類似性による)。TP53 および MDM2 と三元複合体を形成します。ERBB4、LITAF、WBP1 と相互作用します。COTE1/C1orf2 および SCOTIN と相互作用する可能性があります。,組織特異性:広く発現しています。精巣、前立腺、および卵巣で強く発現しています。アイソフォーム 5 およびアイソフォーム 6 は腫瘍細胞株でのみ発現する可能性があります。
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	WWOX（リン酸化Tyr33）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したHepG2細胞ライセートのWWOX（リン酸化Tyr33）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

